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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　一方の端部が固定されるとともに他方の端部に雄ネジ部が形成された一対のボルト部材

と、両端部に雌ネジ部が形成されるとともに当該雌ネジ部に一対の前記ボルト部材の前記

雄ネジ部をそれぞれ螺合させて締付固定する枠状の本体部材とを備えたターンバックルに

おいて、前記ボルト部材のいずれか一方の他方の端部には、所定のせん断応力により破断

する破断部が形成されたトルク部材が固定されており、前記ボルト部材を前記本体部材に

螺合して組み立てた緩みのない仮設状態において前記トルク部材を前記本体部材とともに

回転させて前記破断部で破断することで前記本体部材を所定の締付けトルクで固定するこ

とを特徴とするターンバックル。

【請求項２】

　前記トルク部材は、前記ボルト部材の他方の端部に軸方向に沿って螺合されて締付固定

されるとともに前記破断部として周方向に細幅の溝が形成されたトルクボルトであること

を特徴とする請求項１に記載のターンバックル。

【請求項３】

　一方の端部が固定されるとともに他方の端部に雄ネジ部が形成された一対のボルト部材

を両端部に雌ネジ部が形成された枠状の本体部材にそれぞれ螺合させて締付固定するター

ンバックルの締付方法であって、所定のせん断応力により破断する破断部が形成されたト

ルク部材を前記ボルト部材のいずれか一方の他方の端部に固定し、前記トルク部材にアー

ム部材を回動しないように取り付け、前記ボルト部材を前記本体部材に螺合して組み立て
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た 緩 み の な い 仮 設 状 態 に お い て 前 記 ア ー ム 部 材 を 前 記 本 体 部 材 に 接 触 し た 状 態 で 前 記 本 体

部 材 の 締 付 方 向 に 回 動 さ せ る こ と で 前 記 ト ル ク 部 材 を 前 記 本 体 部 材 と と も に 回 転 さ せ て 前

記 破 断 部 で 破 断 さ せ 、 前 記 本 体 部 材 を 所 定 の 締 付 ト ル ク で 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る タ ー

ン バ ッ ク ル の 締 付 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 一 方 の 端 部 が 固 定 さ れ る と と も に 他 方 の 端 部 に 雄 ネ ジ 部 が 形 成 さ れ た 一 対 の ボ ル ト 部 材

を 両 端 部 に 雌 ネ ジ 部 が 形 成 さ れ た 枠 状 の 本 体 部 材 に そ れ ぞ れ 螺 合 さ せ て 締 付 固 定 す る タ ー

ン バ ッ ク ル の 締 付 方 法 で あ っ て 、 前 記 ボ ル ト 部 材 の い ず れ か 一 方 の 他 方 の 端 部 に ト ル ク レ

ン チ を 取 り 付 け る 取 付 部 材 を 螺 合 さ せ て 装 着 し 、 前 記 取 付 部 材 に 前 記 ト ル ク レ ン チ の ヘ ッ

ド 部 を 取 り 付 け て 前 記 ボ ル ト 部 材 の 軸 心 と 前 記 ト ル ク レ ン チ の 回 動 軸 方 向 を 一 致 さ せ 、 前

記 ボ ル ト 部 材 を 前 記 本 体 部 材 に 螺 合 し て 組 み 立 て た 緩 み の な い 仮 設 状 態 に お い て 前 記 ト ル

ク レ ン チ を 前 記 本 体 部 材 に 接 触 し た 状 態 で 前 記 本 体 部 材 の 締 付 方 向 に 所 定 の ト ル ク 値 に な

る ま で 回 動 さ せ 、 前 記 本 体 部 材 を 所 定 の 締 付 ト ル ク で 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る タ ー ン バ

ッ ク ル の 締 付 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 ４ に 記 載 の タ ー ン バ ッ ク ル の 締 付 方 法 に 用 い ら れ る ト ル ク レ ン チ の ヘ ッ ド 部 と し

て 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ る ト ル ク レ ン チ 用 ヘ ッ ド 部 品 で あ っ て 、 前 記 取 付 部 材 に 係 合 す る 係

合 部 と 、 前 記 係 合 部 の 両 側 に 延 設 さ れ る と と も に 前 記 本 体 部 材 に 当 接 す る 一 対 の 当 接 部 と

を 備 え て い る ト ル ク レ ン チ 用 ヘ ッ ド 部 品 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 所 定 の 締 付 ト ル ク で 締 付 固 定 す る こ と が で き る タ ー ン バ ッ ク ル 及 び そ の 締 付

方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 タ ー ン バ ッ ク ル は 、 ワ イ ヤ や ロ ッ ド 等 の 部 材 を 連 結 し て 緊 張 さ せ た 状 態 で 張 設 す る 連 結

具 と し て 広 く 用 い ら れ て い る 。 建 築 、 土 木 の 分 野 に お い て も 筋 か い 等 の 構 造 部 材 に 使 用 さ

れ て お り 、 構 造 物 の 耐 久 性 を 向 上 さ せ る た め に 用 い ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 タ ー ン バ ッ ク ル を 筋 か い 等 の 構 造 部 材 に 使 用 す る 場 合 に は 、 所 定 の 張 力 で 緊 張 状 態 に 保

持 す る 必 要 が あ る 。 特 に 、 鉄 骨 構 造 で 使 用 さ れ る 筋 か い の 場 合 に は 、 多 数 の 筋 か い が 使 用

さ れ て そ れ に 伴 い 多 数 の タ ー ン バ ッ ク ル が 用 い ら れ る が 、 各 筋 か い に は で き る だ け 所 定 の

導 入 張 力 を 均 等 に 付 与 し て お く こ と が 求 め ら れ て い る （ 社 団 法 人 日 本 鋼 構 造 協 会 指 針 「 建

築 用 タ ー ン バ ッ ク ル 筋 か い 設 計 施 工 指 針 ・ 同 解 説 （ 第 ３ 版 ） 」 、 平 成 １ ７ 年 ４ 月 １ 日 発 行

、 ５ ８ 頁 ～ ５ ９ 頁 ） 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 タ ー ン バ ッ ク ル の 締 付 作 業 は 人 手 に よ り 行 わ れ て お り 、 そ の た め 筋 か い

の 張 力 の 設 定 は 作 業 者 の 経 験 に よ る と こ ろ が 大 き い の が 実 情 で あ る 。 し た が っ て 、 タ ー ン

バ ッ ク ル の 締 付 ト ル ク を 所 定 の 目 標 値 に 設 定 し て 、 筋 か い に 必 要 な 導 入 張 力 を 正 確 に 付 与

す る こ と は 難 し い と い っ た 課 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ボ ル ト 及 び ナ ッ ト を 用 い た 一 般 的 な 締 結 具 で は 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 及 び ２ に 記 載 さ れ

て い る よ う に 、 シ ャ ー ボ ル ト を 用 い て 一 定 の 軸 力 が 安 定 し て 付 与 す る 技 術 が 実 用 化 さ れ て

い る が 、 タ ー ン バ ッ ク ル で は 一 定 の 締 付 ト ル ク を 正 確 に 付 与 す る こ と が 困 難 で あ っ た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ １ ０ ８ １ ６ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ３ ３ ８ ８ ９ 号 公 報
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【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 タ ー ン バ ッ ク ル の 締 付 ト ル ク の 付 与 は タ ー ン バ ッ ク ル 胴 を 回 転 さ せ て 行 う が 、 実 際 の 施

工 作 業 で は タ ー ン バ ッ ク ル 胴 に バ ー ル を 挿 入 し 、 バ ー ル を 腕 の 力 で 回 転 さ せ る こ と で タ ー

ン バ ッ ク ル 胴 を 回 転 さ せ て い る 。 そ し て 、 回 転 の 支 点 と な る タ ー ン バ ッ ク ル 胴 か ら バ ー ル

を 持 つ 位 置 の 長 さ で 付 与 す る 締 付 ト ル ク を 調 整 す る よ う に し て い る が 、 腕 の 力 は 作 業 者 に

よ っ て 異 な る こ と か ら み て も 正 確 な 締 付 ト ル ク を 設 定 す る こ と は 難 し い の が 現 状 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 簡 単 な 構 造 で 所 定 の 締 付 ト ル ク で 正 確 に 締 付 固 定 す る こ と が で き る

タ ー ン バ ッ ク ル 及 び そ の 締 付 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に 係 る タ ー ン バ ッ ク ル は 、 一 方 の 端 部 が 固 定 さ れ る と と も に 他 方 の 端 部 に 雄 ネ ジ

部 が 形 成 さ れ た 一 対 の ボ ル ト 部 材 と 、 両 端 部 に 雌 ネ ジ 部 が 形 成 さ れ る と と も に 当 該 雌 ネ ジ

部 に 一 対 の 前 記 ボ ル ト 部 材 の 前 記 雄 ネ ジ 部 を そ れ ぞ れ 螺 合 さ せ て 締 付 固 定 す る 枠 状 の 本 体

部 材 と を 備 え た タ ー ン バ ッ ク ル に お い て 、 前 記 ボ ル ト 部 材 の い ず れ か 一 方 の 他 方 の 端 部 に

は 、 所 定 の せ ん 断 応 力 に よ り 破 断 す る 破 断 部 が 形 成 さ れ た ト ル ク 部 材 が 固 定 さ れ て お り 、

前 記 ボ ル ト 部 材 を 前 記 本 体 部 材 に 螺 合 し て 組 み 立 て た 緩 み の な い 仮 設 状 態 に お い て 前 記 ト

ル ク 部 材 を 前 記 本 体 部 材 と と も に 回 転 さ せ て 前 記 破 断 部 で 破 断 す る こ と で 前 記 本 体 部 材 を

所 定 の 締 付 け ト ル ク で 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。 さ ら に 、 前 記 ト ル ク 部 材 は 、 前 記 ボ ル

ト 部 材 の 他 方 の 端 部 に 軸 方 向 に 沿 っ て 螺 合 さ れ て 締 付 固 定 さ れ る と と も に 前 記 破 断 部 と し

て 周 方 向 に 細 幅 の 溝 が 形 成 さ れ た ト ル ク ボ ル ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 に 係 る タ ー ン バ ッ ク ル の 締 付 方 法 は 、 一 方 の 端 部 が 固 定 さ れ る と と も に 他 方 の 端

部 に 雄 ネ ジ 部 が 形 成 さ れ た 一 対 の ボ ル ト 部 材 を 両 端 部 に 雌 ネ ジ 部 が 形 成 さ れ た 枠 状 の 本 体

部 材 に そ れ ぞ れ 螺 合 さ せ て 締 付 固 定 す る タ ー ン バ ッ ク ル の 締 付 方 法 で あ っ て 、 所 定 の せ ん

断 応 力 に よ り 破 断 す る 破 断 部 が 形 成 さ れ た ト ル ク 部 材 を 前 記 ボ ル ト 部 材 の い ず れ か 一 方 の

他 方 の 端 部 に 固 定 し 、 前 記 ト ル ク 部 材 に ア ー ム 部 材 を 回 動 し な い よ う に 取 り 付 け 、 前 記 ボ

ル ト 部 材 を 前 記 本 体 部 材 に 螺 合 し て 組 み 立 て た 緩 み の な い 仮 設 状 態 に お い て 前 記 ア ー ム 部

材 を 前 記 本 体 部 材 に 接 触 し た 状 態 で 前 記 本 体 部 材 の 締 付 方 向 に 回 動 さ せ る こ と で 前 記 ト ル

ク 部 材 を 前 記 本 体 部 材 と と も に 回 転 さ せ て 前 記 破 断 部 で 破 断 さ せ 、 前 記 本 体 部 材 を 所 定 の

締 付 ト ル ク で 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 に 係 る 別 の タ ー ン バ ッ ク ル の 締 付 方 法 は 、 一 方 の 端 部 が 固 定 さ れ る と と も に 他 方

の 端 部 に 雄 ネ ジ 部 が 形 成 さ れ た 一 対 の ボ ル ト 部 材 を 両 端 部 に 雌 ネ ジ 部 が 形 成 さ れ た 枠 状 の

本 体 部 材 に そ れ ぞ れ 螺 合 さ せ て 締 付 固 定 す る タ ー ン バ ッ ク ル の 締 付 方 法 で あ っ て 、 前 記 ボ

ル ト 部 材 の い ず れ か 一 方 の 他 方 の 端 部 に ト ル ク レ ン チ を 取 り 付 け る 取 付 部 材 を 螺 合 さ せ て

装 着 し 、 前 記 取 付 部 材 に 前 記 ト ル ク レ ン チ の ヘ ッ ド 部 を 取 り 付 け て 前 記 ボ ル ト 部 材 の 軸 心

と 前 記 ト ル ク レ ン チ の 回 動 軸 方 向 を 一 致 さ せ 、 前 記 ボ ル ト 部 材 を 前 記 本 体 部 材 に 螺 合 し て

組 み 立 て た 緩 み の な い 仮 設 状 態 に お い て 前 記 ト ル ク レ ン チ を 前 記 本 体 部 材 に 接 触 し た 状 態

で 前 記 本 体 部 材 の 締 付 方 向 に 所 定 の ト ル ク 値 に な る ま で 回 動 さ せ 、 前 記 本 体 部 材 を 所 定 の

締 付 ト ル ク で 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に 係 る ト ル ク レ ン チ 用 ヘ ッ ド 部 品 は 、 上 記 の タ ー ン バ ッ ク ル の 締 付 方 法 に 用 い ら

れ る ト ル ク レ ン チ の ヘ ッ ド 部 と し て 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ る ト ル ク レ ン チ 用 ヘ ッ ド 部 品 で あ

っ て 、 前 記 取 付 部 材 に 係 合 す る 係 合 部 と 、 前 記 係 合 部 の 両 側 に 延 設 さ れ る と と も に 前 記 本

体 部 材 に 当 接 す る 一 対 の 当 接 部 と を 備 え て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】
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　 上 記 の よ う な 構 成 を 有 す る こ と で 、 ト ル ク 部 材 は 所 定 の せ ん 断 応 力 に よ り 破 断 部 に お い

て 破 断 す る の で 、 ボ ル ト 部 材 に 固 定 さ れ た ト ル ク 部 材 を 枠 状 の 本 体 部 材 と と も に 回 転 さ せ

て 破 断 さ せ れ ば 、 ト ル ク 部 材 が 破 断 し た 際 の 本 体 部 材 の 締 付 ト ル ク は 常 に 一 定 の 値 に 設 定

さ れ る よ う に な る 。 そ の た め 、 タ ー ン バ ッ ク ル を 所 定 の 締 付 ト ル ク で 安 定 し て 締 付 固 定 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 ト ル ク 部 材 と し て 、 ボ ル ト 部 材 の 他 方 の 端 部 に 軸 方 向 に 沿 っ て 螺 合 さ れ て 締 付 固

定 さ れ る と と も に 破 断 部 と し て 周 方 向 に 細 幅 の 溝 が 形 成 さ れ た ト ル ク ボ ル ト を 用 い れ ば 、

タ ー ン バ ッ ク ル を 組 み 立 て た 後 に ボ ル ト 部 材 に ト ル ク ボ ル ト を 固 定 し て 使 用 す る こ と が で

き 、 既 存 の タ ー ン バ ッ ク ル に お い て も ト ル ク ボ ル ト を 取 り 付 け る こ と が 可 能 と な る 。 そ し

て 、 ト ル ク ボ ル ト に 破 断 部 と し て 細 幅 の 溝 を 周 方 向 に 形 成 す る こ と で 、 従 来 の ボ ル ト で も

簡 単 に 加 工 し て ト ル ク ボ ル ト と し て 用 い る こ と が で き る よ う に な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 所 定 の せ ん 断 応 力 に よ り 破 断 す る 破 断 部 が 形 成 さ れ た ト ル ク 部 材 を ボ ル ト 部 材 の

い ず れ か 一 方 の 他 方 の 端 部 に 固 定 し 、 ト ル ク 部 材 に 取 り 付 け た ア ー ム 部 材 を 本 体 部 材 に 接

触 し た 状 態 で 回 動 さ せ て 本 体 部 材 を ト ル ク 部 材 が 破 断 す る ま で 締 め 付 け る こ と で 、 本 体 部

材 を 確 実 に 所 定 の 締 付 ト ル ク で 固 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 同 様 に 、 ボ ル ト 部 材 の い ず れ か 一 方 の 他 方 の 端 部 に ト ル ク レ ン チ を 取 り 付 け る 取 付 部 材

を 固 定 し 、 取 付 部 材 に 取 り 付 け た ト ル ク レ ン チ を 本 体 部 材 に 接 触 し た 状 態 で 回 動 さ せ て 所

定 の ト ル ク 値 に な る ま で 本 体 部 材 を 締 め 付 け る こ と で 、 本 体 部 材 を 確 実 に 所 定 の 締 付 ト ル

ク で 固 定 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に 関 す る 構 成 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 タ ー ン バ ッ ク ル 胴 の 部 分 に 関 す る 平 面 図 及 び 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 ト ル ク ボ ル ト に 関 す る 平 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 タ ー ン バ ッ ク ル の 組 立 に 関 す る 説 明 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 締 付 具 を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 外 観 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ５ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 ト ル ク ボ ル ト が 破 断 し た 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 ト ル ク ボ ル ト の 変 形 例 に 関 す る 正 面 図 及 び Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 ソ ケ ッ ト に 関 す る 外 観 斜 視 図 及 び 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 ソ ケ ッ ト を 用 い て タ ー ン バ ッ ク ル に 所 定 の 締 付 ト ル ク を 付 与 す る 工 程 を 示 す 説

明 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 ト ル ク レ ン チ を 用 い て 所 定 の 締 付 ト ル ク を 付 与 す る 別 の 例 に 関 す る 説 明 図 で あ

る 。

【 図 １ ２ 】 ヘ ッ ド 部 が タ ー ン バ ッ ク ル 胴 に 当 接 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 交 換 可 能 に 構 成 し た 場 合 の ヘ ッ ド 部 に 関 す る 正 面 図 、 平 面 図 及 び 装 着 説 明 図 で

あ る 。

【 図 １ ４ 】 ヘ ッ ド 部 を 装 着 し た ト ル ク レ ン チ に 関 す る 外 観 斜 視 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に つ い て 詳 し く 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に 説 明 す る 実 施 形 態

は 、 本 発 明 を 実 施 す る に あ た っ て 好 ま し い 具 体 例 で あ る か ら 、 技 術 的 に 種 々 の 限 定 が な さ

れ て い る が 、 本 発 明 は 、 以 下 の 説 明 に お い て 特 に 本 発 明 を 限 定 す る 旨 明 記 さ れ て い な い 限

り 、 こ れ ら の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 に 関 す る 構 成 図 で あ る 。 タ ー ン バ ッ ク ル は 、 枠 状 の 本 体

部 材 で あ る タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ と 左 右 一 対 の ボ ル ト 部 材 ２ 及 び ３ か ら な る 。 図 ２ は 、 タ ー
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ン バ ッ ク ル 胴 １ の 部 分 に 関 す る 平 面 図 （ 図 ２ （ ａ ） ） 及 び 側 面 図 （ 図 ２ （ ｂ ） ） で あ る 。

タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ は 、 金 属 製 で 割 枠 式 と 称 さ れ る 枠 状 に 形 成 さ れ て お り 、 細 長 い 枠 状 部

材 で 内 部 が 中 空 に な っ て お り 、 そ の 両 端 部 に 長 手 方 向 に 沿 っ て 雌 ネ ジ 部 が 穿 孔 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ボ ル ト 部 材 ２ は 、 金 属 製 の 棒 材 の 一 方 の 端 部 に 羽 子 板 状 の 金 属 板 ２ ａ を 溶 接 等 に よ り 固

定 し 、 金 属 製 の 棒 材 の 他 方 の 端 部 に は 左 ネ ジ に 形 成 さ れ た ネ ジ 山 が 刻 設 さ れ て 雄 ネ ジ 部 ２

ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 の 端 部 に 固 定 さ れ た 金 属 板 ２ ａ に は 固 定 用 の 取 付 孔 ２ ｃ を 穿 設

し て お き 、 取 付 孔 ２ ｃ に 固 定 用 ボ ル ト を 挿 着 し て 他 の 構 造 物 に 固 定 さ れ る 。 そ し て 、 雄 ネ

ジ 部 ２ ｂ が タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ の 雌 ネ ジ 部 に 螺 合 さ れ て 取 り 付 け ら れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ボ ル ト 部 材 ３ も ボ ル ト 部 材 ２ と 同 様 に 、 金 属 製 の 棒 材 の 一 方 の 端 部 に 羽 子 板 状 の 金 属 板

３ ａ を 溶 接 等 に よ り 固 定 し 、 金 属 製 の 棒 材 の 他 方 の 端 部 に は 右 ネ ジ に 形 成 さ れ た ネ ジ 山 が

刻 設 さ れ て 雄 ネ ジ 部 ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 の 端 部 に 固 定 さ れ た 金 属 板 ３ ａ に は 固 定

用 の 取 付 孔 ３ ｃ を 穿 設 し て お き 、 取 付 孔 ３ ｃ に 固 定 用 ボ ル ト を 挿 着 し て 他 の 構 造 物 に 固 定

さ れ る 。 そ し て 、 雄 ネ ジ 部 ３ ｂ が タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ の 雌 ネ ジ 部 に 螺 合 さ れ て 取 り 付 け ら

れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ボ ル ト 部 材 ２ の 雄 ネ ジ 部 ２ ｂ が 左 ネ ジ に 形 成 さ れ 、 ボ ル ト 部 材 ３ の 雄 ネ ジ 部 ３ ｂ が 右 ネ

ジ に 形 成 さ れ て お り 、 そ れ に 対 応 し て タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ に 雌 ネ ジ 部 が 穿 設 さ れ て い る の

で 、 タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ の 左 端 部 に 雄 ネ ジ 部 ２ ｂ を 螺 合 し 、 右 端 部 に 雄 ネ ジ 部 ３ ｂ を 螺 合

し て タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ を 一 方 方 向 に 回 動 さ せ る こ と で 、 雄 ネ ジ 部 ２ ｂ 及 び ３ ｂ が 螺 入 し

て ボ ル ト 部 材 ２ 及 び ３ を 互 い に 接 近 さ せ 、 タ ー ン バ ッ ク ル を 緊 張 し た 状 態 に 設 定 す る こ と

が で き る 。 ま た 、 タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ を 反 対 方 向 に 回 動 さ せ て ボ ル ト 部 材 ２ 及 び ３ を 互 い

に 離 間 さ せ て タ ー ン バ ッ ク ル を 弛 緩 し た 状 態 に し て 容 易 に 取 り 外 す こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 な お 、 以 上 説 明 し た 例 で は 、 ボ ル ト 部 材 ２ 及 び ３ の 一 方 の 端 部 に 固 定 し た 羽 子 板 状 の 金

属 板 に よ り 他 の 構 造 物 に 固 定 す る よ う に し て い る が 、 一 方 の 端 部 に フ ッ ク 継 手 等 の 継 手 を

設 け て ワ イ ヤ 等 の 他 の 部 材 と 接 続 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ボ ル ト 部 材 ３ の 雄 ネ ジ 部 ３ ｂ が 形 成 さ れ た 他 方 の 端 部 に は 、 軸 方 向 に 沿 っ て ネ ジ 孔 が 形

成 さ れ て お り 、 ト ル ク ボ ル ト ４ が 螺 合 さ れ て い る 。 図 ３ は 、 ト ル ク ボ ル ト ４ に 関 す る 平 面

図 で あ る 。 ト ル ク ボ ル ト ４ は 、 公 知 の 六 角 ボ ル ト と 同 様 に 、 頭 部 ４ ａ 及 び ネ ジ 山 ４ ｂ が 形

成 さ れ て お り 、 頭 部 ４ ａ と ネ ジ 山 ４ ｂ と の 間 に 溝 状 の 破 断 部 ４ ｃ が 刻 設 さ れ て い る 。 破 断

部 ４ ｃ は 、 周 方 向 に 全 周 に わ た っ て 切 溝 状 に 形 成 さ れ て い る た め 、 ネ ジ 山 ４ ｂ の 径 よ り も

小 径 に 設 定 さ れ て ネ ジ 山 ４ ｂ の 部 分 よ り も せ ん 断 強 度 が 低 下 す る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ネ ジ 山 ４ ｂ が 固 定 さ れ た 状 態 で 頭 部 ４ ａ を 回 転 す る よ う に 力 が 加 わ る と 、 破 断 部 ４ ｃ に

は 周 方 向 に せ ん 断 応 力 が 加 わ る よ う に な る 。 破 断 部 ４ ｃ は そ の 径 を 調 整 す る こ と で せ ん 断

強 度 が 所 定 値 に な る よ う に 設 定 さ れ て お り 、 そ の せ ん 断 強 度 よ り も 大 き い せ ん 断 応 力 が 加

わ っ た 時 点 で 破 断 部 ４ ｃ に 亀 裂 が 入 っ て 破 断 す る よ う に な る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ４ は 、 タ ー ン バ ッ ク ル の 組 立 に 関 す る 説 明 図 で あ る 。 ま ず 、 タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ の 左

端 部 の 雌 ネ ジ 部 １ ａ に ボ ル ト 部 材 ２ の 雄 ネ ジ 部 ２ ｂ を 螺 合 す る と と も に 右 端 部 の 雌 ネ ジ 部

１ ｂ に ボ ル ト 部 材 ３ の 雄 ネ ジ 部 ３ ｂ を 螺 合 し て 素 手 で 軽 く 締 め 付 け て 緩 み の な い 仮 設 状 態

に 組 み 立 て る （ 図 ４ （ ａ ） ） 。 そ し て 、 螺 合 し た 雄 ネ ジ 部 ３ ｂ に 穿 設 さ れ た ネ ジ 孔 ３ ｄ に

ト ル ク ボ ル ト ４ を タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ の 内 側 か ら 取 り 付 け る （ 図 ４ （ ｂ ） ） 。 ト ル ク ボ ル

ト ４ を ネ ジ 孔 ３ ｄ に 螺 合 し て ス パ ナ 等 の 締 付 具 に よ り ト ル ク ボ ル ト ４ が 回 転 し な い 状 態 と

な る ま で 螺 合 し て 固 定 す る （ 図 ４ （ ｃ ） ） 。

【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 こ う し て 組 み 立 て ら れ た タ ー ン バ ッ ク ル に 対 し て 所 定 の 初 期 導 入 張 力 を 付 与 す る た め に

所 定 の 締 付 ト ル ク を 付 与 す る 必 要 が あ る 。 例 え ば 、 筋 か い に タ ー ン バ ッ ク ル を 用 い る 場 合

、 建 築 用 タ ー ン バ ッ ク ル 筋 か い 設 計 施 工 指 針 に よ れ ば 、 一 般 に ５ ０ Ｎ ／ ｍ ｍ
2
程 度 の 導 入

応 力 度 を 目 標 に 締 め 付 け る と よ い 、 と さ れ て い る 。 そ の 際 に 複 数 の タ ー ン バ ッ ク ル を 筋 か

い に 用 い る 場 合 に は で き る だ け す べ て 均 等 に 導 入 張 力 を 付 与 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。

そ の た め 、 ボ ル ト 部 材 の 径 に 応 じ て 締 付 ト ル ク の 目 標 値 が 設 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 実 施 形 態 で は 、 所 定 の 締 付 ト ル ク を 付 与 す る た め に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ト ル ク ボ ル

ト ４ の 頭 部 ４ ａ に 嵌 合 す る ソ ケ ッ ト ５ ａ 及 び ソ ケ ッ ト に 一 体 的 に 取 り 付 け ら れ た ア ー ム 部

材 ５ ｂ を 備 え た 締 付 具 ５ を 用 い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 締 付 具 ５ の ソ ケ ッ ト ５ ａ に は 、 頭 部 ４ ａ の 六 角 形 の 形 状 に 対 応 し た 嵌 合 穴 が 形 成 さ れ て

お り 、 ソ ケ ッ ト ５ ａ を 頭 部 ４ ａ に 嵌 合 す る こ と で 回 動 不 能 に 装 着 さ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 締 付 具 ５ の ア ー ム 部 材 ５ ｂ は 、 ソ ケ ッ ト ５ ａ を 頭 部 ４ ａ に 嵌 合 し た 状 態 で ボ ル ト 部 材 ３

の 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 延 び る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 そ の た め 、 ア ー ム 部 材 ５ ｂ を ソ

ケ ッ ト ５ ａ を 中 心 に 腕 の 力 で 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 ト ル ク ボ ル ト ４ を 回 動 さ せ る こ と が

で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 ６ は 、 図 ５ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。 締 付 具 ５ に よ り タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ を 回 動 さ せ て

締 付 動 作 を 行 な う 場 合 、 ア ー ム 部 材 ５ ｂ の 締 付 方 向 側 の 面 が タ ー バ ッ ク ル 胴 １ の 枠 内 の 面

に 当 接 し た 状 態 と な る よ う に 締 付 具 ５ を セ ッ ト す る 。 そ し て 、 締 付 具 ５ を セ ッ ト し た 状 態

か ら 締 付 方 向 に ア ー ム 部 材 ５ ｂ を 回 動 さ せ る と 、 タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ は ア ー ム 部 材 ５ ｂ に

押 圧 さ れ て 締 付 方 向 に 回 動 す る よ う に な る と と も に ト ル ク ボ ル ト ４ を 回 動 す る よ う に 作 用

す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ト ル ク ボ ル ト ４ の 破 断 部 ４ ｃ が 破 断 す る せ ん 断 強 度 以 上 の せ ん 断 応 力 が 加 わ る よ う に ア

ー ム 部 材 ５ ｂ に 力 を 加 え る と 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ト ル ク ボ ル ト ４ の 破 断 部 ４ ｃ が 破 断 す

る が 、 そ の 際 に 加 え た 力 に 応 じ た 締 付 ト ル ク が タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ に 加 わ る よ う に な る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 し た が っ て 、 タ ー ン バ ッ ク ル に 付 与 す る 締 付 ト ル ク の 目 標 値 に 対 応 し た せ ん 断 応 力 が 破

断 部 に 加 わ っ た 時 点 で 破 断 す る よ う に ト ル ク ボ ル ト の 破 断 部 の せ ん 断 強 度 を 予 め 設 定 し て

お け ば 、 ア ー ム 部 材 を ト ル ク ボ ル ト が 破 断 す る ま で 回 動 す れ ば タ ー ン バ ッ ク ル を 所 定 の 締

付 ト ル ク に 正 確 か つ 確 実 に 設 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ト ル ク ボ ル ト の 破 断 部 の せ ん 断 強 度 は 、 破 断 部 の 溝 の 深 さ を 調 整 し て 破 断 部 の 径 を 調 整

す れ ば 、 所 望 の 値 に 容 易 に 設 定 す る こ と が で き る 。 な お 、 破 断 部 の せ ん 断 強 度 が 調 整 可 能

で あ れ ば 、 溝 以 外 の 形 状 で も よ く 、 例 え ば 、 周 方 向 に 点 状 又 は 線 状 に 所 定 の 深 さ の 穴 を 形

成 す る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ８ は 、 ト ル ク ボ ル ト ４ の 変 形 例 に 関 す る 正 面 図 （ 図 ８ （ ａ ） ） 及 び Ｂ － Ｂ 断 面 図 （ 図

８ （ ｂ ） ） で あ る 。 こ の 例 は 、 ネ ジ 山 ４ ｂ と 破 断 部 ４ ｃ と の 間 に ネ ジ 山 の 形 成 さ れ て い な

い 中 間 部 ４ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 中 間 部 ４ ｄ で は 、 Ｂ － Ｂ 断 面 図 に 示 す よ う に 、 周 辺 部 が

対 向 す る ２ つ の 平 面 で 軸 方 向 に 切 り 欠 か れ て い る 。 そ の た め 、 ト ル ク ボ ル ト ４ が 破 断 部 ４

ｃ で 破 断 し て 頭 部 ４ ａ が 分 離 し た 後 に 、 中 間 部 ４ ｄ の 対 向 す る 平 面 に ス パ ナ 等 を 嵌 合 し て

把 持 し 、 残 っ た ネ ジ 山 ４ ｂ を 回 転 さ せ て 緩 め る こ と で 容 易 に 取 り 外 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ト ル ク 部 材 と し て ト ル ク ボ ル ト を 用 い て い る が 、 回 動 に よ り 所

定 の せ ん 断 応 力 で 破 断 す る 部 材 で あ れ ば ト ル ク ボ ル ト 以 外 の 部 材 を 用 い て も よ い 。 例 え ば

、 ボ ル ト 部 材 に 破 断 部 が 形 成 さ れ た ト ル ク を 一 体 成 形 し て も よ く 、 ま た ボ ル ト 部 材 に 挿 し

10

20

30

40

50



(7) JP  5144737  B2  2013.2.13

込 み 用 の 孔 を 形 成 し て 破 断 部 が 形 成 さ れ た ト ル ク 部 材 を 挿 し 込 ん で 回 動 不 能 に 固 定 す る よ

う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 以 上 説 明 し た 例 で は 、 ト ル ク ボ ル ト ４ を ボ ル ト 部 材 ３ に 固 定 し て ト ル ク ボ ル ト ４ を タ ー

ン バ ッ ク ル 胴 １ と と も に 回 動 さ せ る こ と で 所 定 の 締 付 ト ル ク に 設 定 す る よ う に し て い る が

、 ト ル ク ボ ル ト ４ の 代 わ り に ソ ケ ッ ト を 用 い る こ と も で き る 。 図 ９ は 、 ボ ル ト 部 材 の 雄 ネ

ジ 部 の 先 端 部 に 固 定 す る ソ ケ ッ ト ６ に 関 す る 外 観 斜 視 図 （ 図 ９ （ ａ ） ） 及 び 断 面 図 （ 図 ９

（ ｂ ） ） で あ る 。 ソ ケ ッ ト ６ は 、 接 続 部 ６ ａ 及 び 螺 合 部 ６ ｂ か ら な っ て お り 、 接 続 部 ６ ａ

に は 後 述 す る ト ル ク レ ン チ の 回 動 軸 の 中 心 と な る 角 ド ラ イ ブ を 接 続 す る た め の 四 角 形 状 の

接 続 孔 ６ ｃ が 穿 設 さ れ て い る 。 ま た 、 螺 合 部 ６ ｂ は 、 内 周 面 に 雌 ネ ジ 部 が 形 成 さ れ て ボ ル

ト 部 材 の 雄 ネ ジ 部 に 螺 合 可 能 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 １ ０ は 、 ソ ケ ッ ト ６ を 用 い て タ ー ン バ ッ ク ル に 所 定 の 締 付 ト ル ク を 付 与 す る 工 程 を 示

す 説 明 図 で あ る 。 ま ず 、 仮 に 組 み 立 て た タ ー ン バ ッ ク ル の ボ ル ト 部 材 ３ の 雄 ネ ジ 部 ３ ｂ に

ソ ケ ッ ト ６ を 螺 合 し て 回 動 し な い よ う に 締 付 固 定 す る （ 図 １ ０ （ ａ ） ） 。 次 に 、 ソ ケ ッ ト

６ の 接 続 孔 ６ ｃ に ト ル ク レ ン チ ７ の 角 ド ラ イ ブ ７ ａ を 嵌 め 込 み 接 続 す る （ 図 １ ０ （ ｂ ） ）

。 ト ル ク レ ン チ ７ を 接 続 し た 状 態 で は 、 角 ド ラ イ ブ ７ ａ に よ り 設 定 さ れ る ト ル ク レ ン チ ７

の 回 動 軸 方 向 と ボ ル ト 部 材 ３ の 軸 心 が 一 致 す る よ う に な る 。 用 い ら れ る ト ル ク レ ン チ ７ は

、 本 体 部 を 手 動 で 回 動 さ せ た 場 合 に 回 動 に よ る ト ル ク が 検 知 さ れ て 表 示 さ れ る よ う に な っ

て お り 、 公 知 の も の を 使 用 す れ ば よ い 。 そ し て 、 ト ル ク レ ン チ ７ が 接 続 さ れ た 状 態 で は 、

ト ル ク レ ン チ ７ の 本 体 部 は ボ ル ト 部 材 ３ の 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 延 び る よ う に 設 定 さ れ

、 ま た 、 図 ６ に 示 す ア ー ム 部 材 と 同 様 に 、 本 体 部 は タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ の 枠 内 の 面 に 当 接

し た 状 態 に セ ッ ト さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 セ ッ ト し た ト ル ク レ ン チ ７ を 手 動 で 回 動 さ せ て タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ を 押 圧 し 、 所 定 の 締

付 ト ル ク が 表 示 さ れ る ま で 回 動 さ せ る （ 図 １ ０ （ ｃ ） ） 。 所 定 の 締 付 ト ル ク が 表 示 さ れ た

ら 、 ト ル ク レ ン チ ７ を ソ ケ ッ ト ６ か ら 取 り 外 し 、 そ の 後 ソ ケ ッ ト ６ を 緩 め て 外 せ ば よ い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 こ の 例 で は 、 従 来 の ボ ル ト 部 材 に ソ ケ ッ ト を 固 定 す る だ け で よ く 、 ま た ト ル ク レ ン チ に

よ り 正 確 に 締 付 ト ル ク を 設 定 す る こ と が で き 、 タ ー ン バ ッ ク ル の 締 付 作 業 を 簡 単 に 行 う こ

と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 図 １ １ は 、 ト ル ク レ ン チ を 用 い て 所 定 の 締 付 ト ル ク を 付 与 す る 別 の 例 に 関 す る 説 明 図 で

あ る 。 こ の 例 で は 、 ま ず 、 ボ ル ト 部 材 ３ の 雄 ネ ジ 部 ３ ｂ に 筒 状 の ソ ケ ッ ト ８ を 装 着 す る （

図 １ １ （ ａ ） ） 。 ソ ケ ッ ト ８ は 、 内 周 面 の 形 状 が 雄 ネ ジ 部 ３ ｂ の 先 端 部 の 外 形 に 沿 う よ う

に 形 成 さ れ て お り 、 装 着 し た 際 に ソ ケ ッ ト ８ が た つ き の な い 状 態 に 設 定 さ れ る 。 ソ ケ ッ ト

８ に は 、 ト ル ク レ ン チ の ヘ ッ ド 部 ９ と 接 続 す る 面 に 接 続 孔 ８ ａ が 矩 形 状 に 穿 設 さ れ て い る

。 ソ ケ ッ ト ８ は 、 が た つ き の な い 状 態 で 装 着 で き れ ば よ く 、 ソ ケ ッ ト ６ の よ う に 内 周 面 に

雌 ネ ジ 部 が 形 成 さ れ て い な く て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ヘ ッ ド 部 ９ は 、 棒 状 に 形 成 さ れ て 中 央 部 分 に ソ ケ ッ ト ８ に 対 す る 係 合 部 と し て 角 ド ラ イ

ブ ９ ａ が 突 設 し て い る 。 そ し て 、 ヘ ッ ド 部 ９ の 角 ド ラ イ ブ ９ ａ を ソ ケ ッ ト ８ の 接 続 孔 ８ ａ

に 挿 入 し て が た つ き の な い 係 合 状 態 に 設 定 さ れ 、 ト ル ク レ ン チ が ソ ケ ッ ト ８ と 接 続 さ れ る

（ 図 １ １ （ ｂ ） ） 。 ト ル ク レ ン チ を 接 続 し た 状 態 で は 、 角 ド ラ イ ブ ９ ａ に 設 定 さ れ る ト ル

ク レ ン チ の 回 動 軸 方 向 が ボ ル ト 部 材 ３ の 軸 心 と 一 致 す る よ う に 設 定 さ れ る 。 そ の た め 、 接

続 孔 ８ ａ は 、 ボ ル ト 部 材 ３ に 装 着 し た 状 態 で 孔 の 中 心 が ボ ル ト 部 材 ３ の 軸 心 に 一 致 す る よ

う に 設 定 さ れ て お り 、 角 ド ラ イ ブ ９ ａ は 、 中 心 軸 が ト ル ク レ ン チ の 回 動 軸 方 向 と 一 致 す る

よ う に 設 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ソ ケ ッ ト ８ に 接 続 さ れ た ト ル ク レ ン チ を 手 動 で 回 動 さ せ た 場 合 、 ヘ ッ ド 部 ９ の 角 ド ラ イ

10

20

30

40

50



(8) JP  5144737  B2  2013.2.13

ブ ９ ａ の 両 側 に 延 設 さ れ た 当 接 部 ９ ｂ が タ ー バ ッ ク ル 胴 １ の 枠 内 の 面 に 当 接 し た 状 態 と な

る （ 図 １ １ （ ｃ ） ） 。 図 １ ２ は 、 ヘ ッ ド 部 ９ が タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ に 当 接 し た 状 態 を 示 す

断 面 図 で あ る 。 一 対 の 当 接 部 ９ ｂ は 、 角 ド ラ イ ブ ９ ａ の 中 心 軸 か ら タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ と

の 当 接 位 置 ま で の 距 離 が 同 一 と な る よ う に 設 定 さ れ て お り 、 一 対 の 当 接 部 ９ ｂ が 両 方 と も

タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ に 当 接 し た 状 態 で ヘ ッ ド 部 ９ が 回 動 さ れ る 。 そ し て 、 ト ル ク レ ン チ を

回 動 し て ヘ ッ ド 部 ９ を 介 し て タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ を ボ ル ト 部 材 ３ の 軸 心 （ ト ル ク レ ン チ の

回 動 軸 方 向 と 一 致 し て い る ） を 中 心 に 回 動 さ せ る よ う に 作 用 さ せ て 締 め 付 け て い く 。 ト ル

ク レ ン チ が 所 定 の 締 付 ト ル ク を 表 示 し た ら 、 ヘ ッ ド 部 ９ を ソ ケ ッ ト ８ か ら 取 り 外 し 、 そ の

後 ソ ケ ッ ト ８ を 雄 ネ ジ 部 ３ ｂ か ら 外 せ ば よ い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ヘ ッ ド 部 ９ は 、 ト ル ク レ ン チ の 本 体 部 １ ０ に 一 体 形 成 し て も よ く 、 ま た 交 換 可 能 に 取 り

付 け る こ と も で き る 。 図 １ ３ は 、 交 換 可 能 に 構 成 し た 場 合 の ヘ ッ ド 部 ９ に 関 す る 正 面 図 （

図 １ ３ （ ａ ） ） 、 平 面 図 （ 図 １ ３ （ ｂ ） ） 及 び 本 体 部 １ ０ へ の 装 着 説 明 図 （ 図 １ ３ （ ｃ ）

） で あ る 。 ヘ ッ ド 部 ９ に は 、 上 述 し た よ う に 、 ソ ケ ッ ト ８ に 挿 入 し て 係 合 す る 係 合 部 と し

て 角 ド ラ イ ブ ９ ａ が 突 設 さ れ て お り 、 角 ド ラ イ ブ ９ ａ の 両 側 に は タ ー ン バ ッ ク ル 胴 １ と の

当 接 部 ９ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 角 ド ラ イ ブ ９ ａ に は 、 係 止 ピ ン ９ ｃ が 側 面 に 埋 め 込 ま れ て

お り 、 係 止 ピ ン ９ ｃ は 図 示 せ ぬ 弾 性 部 材 に よ り 常 時 側 面 か ら 突 出 し た 状 態 に 設 定 さ れ て い

る 。 そ し て 、 角 ド ラ イ ブ ９ ａ が ソ ケ ッ ト ８ の 接 続 孔 ８ ａ に 挿 入 さ れ た 場 合 に 係 止 ピ ン ９ ｃ

は 一 旦 押 し 込 ま れ 、 接 続 孔 ８ ａ の 内 周 面 に 穿 設 さ れ た 係 止 孔 に 係 止 ピ ン ９ ｃ が 突 出 す る よ

う に 嵌 合 し て 、 角 ド ラ イ ブ ９ ａ が ソ ケ ッ ト ８ に 係 止 さ れ て が た つ き の な い 状 態 に 係 合 す る

よ う に な る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ま た 、 ヘ ッ ド 部 ９ の 本 体 部 １ ０ と の 装 着 側 に は 、 装 着 孔 ９ ｄ が 穿 設 さ れ て お り 、 装 着 孔

９ ｄ の 内 周 面 に は 係 止 孔 ９ ｅ が 外 方 に 向 か っ て 貫 通 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 本 体 部 １

０ の 先 端 に は 、 交 換 用 ヘ ッ ド を 取 り 付 け る た め の 装 着 凸 部 １ ０ ａ が 設 け ら れ て お り 、 装 着

凸 部 １ ０ ａ の 側 面 に は 係 止 ピ ン １ ０ ｂ が 埋 め 込 ま れ て い る 。 係 止 ピ ン １ ０ ｂ は 図 示 せ ぬ 弾

性 部 材 に よ り 常 時 側 面 か ら 突 出 し た 状 態 に 設 定 さ れ て お り 、 装 着 凸 部 １ ０ ａ を 装 着 孔 ９ ｄ

に 挿 入 し た 場 合 に 係 止 ピ ン １ ０ ｂ が 一 旦 押 し 込 ま れ て 係 止 孔 ９ ｅ に 突 出 す る よ う に 嵌 合 す

る こ と で 、 ヘ ッ ド 部 ９ が 本 体 部 １ ０ に 係 止 さ れ て が た つ き の な い 状 態 に 係 合 す る よ う に な

る 。 こ の よ う に 、 ヘ ッ ド 部 ９ を 交 換 可 能 に ト ル ク レ ン チ に 装 着 す る よ う に 構 成 す る こ と で

、 市 販 の ヘ ッ ド 交 換 可 能 な ト ル ク レ ン チ に 装 着 す る こ と が で き る よ う に な る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 １ ４ は 、 ヘ ッ ド 部 ９ を 装 着 し た ト ル ク レ ン チ に 関 す る 外 観 斜 視 図 で あ る 。 ト ル ク レ ン

チ の 本 体 部 １ ０ に ヘ ッ ド 部 ９ を 装 着 し 、 ヘ ッ ド 部 ９ の 角 ド ラ イ ブ ９ ａ を ソ ケ ッ ト ８ に 係 合

す る こ と で 、 簡 単 に タ ー ン バ ッ ク ル の 締 付 ト ル ク を 所 定 の 値 に 設 定 す る こ と が で き る 。 こ

の 例 で は 、 表 示 部 １ １ に 締 付 ト ル ク が 表 示 さ れ る の で 、 ソ ケ ッ ト ８ に 接 続 し た ト ル ク レ ン

チ を 手 動 で 回 動 し な が ら 表 示 部 １ １ の 締 付 ト ル ク を チ ェ ッ ク し 、 所 定 の 値 に 到 達 し た 時 点

で 回 動 動 作 を や め れ ば 、 所 定 の 締 付 ト ル ク に 正 確 に 設 定 す る こ と が で き る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ＜ 実 施 例 １ ＞

Ｍ ２ ７ タ ー ン バ ッ ク ル （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　 ５ ５ ４ ０ ） 用 の ト ル ク ボ ル ト を 試 作 し た 。 ボ ル ト と

し て 六 角 形 ボ ル ト （ ボ ル ト の 素 材 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ３ １ ０ １ 、 ネ ジ の 形 式 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ 　 ０ ２ ０

５ － ２ 、 ネ ジ の 呼 び Ｍ １ ６ 、 ピ ッ チ ２ ． ０ ｍ ｍ ） を 用 い た 。 ボ ル ト に は 、 頭 部 か ら ６ ｍ ｍ

下 に ２ ． ５ ｍ ｍ 幅 の Ｖ 字 溝 を 形 成 し て 破 断 部 と し た 。 破 断 部 の 溝 の 最 深 部 で の 径 は １ ２ ．

２ ｍ ｍ と し た 。 こ う し て 試 作 さ れ た ト ル ク ボ ル ト を 用 い て ト ル ク レ ン チ に よ り 回 動 に よ る

破 断 ト ル ク を 測 定 し た と こ ろ 約 １ ３ ０ Ｎ ｍ で あ っ た 。 建 築 用 タ ー ン バ ッ ク ル 筋 か い 設 計 施

工 指 針 で は 、 Ｍ ２ ７ タ ー ン バ ッ ク ル に つ い て 締 付 ト ル ク の 目 標 値 が １ ３ ０ Ｎ ｍ と さ れ て お

り 、 試 作 さ れ た ト ル ク ボ ル ト の 破 断 ト ル ク を ほ ぼ 同 じ 値 に 設 定 す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ ４ ８ 】
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　 Ｍ ３ ０ タ ー ン バ ッ ク ル （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　 ５ ５ ４ ０ ） 用 の ト ル ク ボ ル ト を 試 作 し た 。 ボ ル ト

と し て 六 角 形 ボ ル ト （ ボ ル ト の 素 材 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ３ １ ０ １ 、 ネ ジ の 形 式 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ 　 ０ ２

０ ５ － ２ 、 ネ ジ の 呼 び Ｍ ２ ０ 、 ピ ッ チ ２ ． ５ ｍ ｍ ） を 用 い た 。 ボ ル ト に は 、 頭 部 か ら １ ０

ｍ ｍ 下 に ３ ｍ ｍ 幅 の Ｖ 字 溝 を 形 成 し て 破 断 部 と し た 。 破 断 部 の 溝 の 最 深 部 で の 径 は １ ２ ．

９ ｍ ｍ と し た 。 こ う し て 試 作 さ れ た ト ル ク ボ ル ト を 用 い て ト ル ク レ ン チ に よ り 回 動 に よ る

破 断 ト ル ク を 測 定 し た と こ ろ 約 １ ８ ０ Ｎ ｍ で あ っ た 。 建 築 用 タ ー ン バ ッ ク ル 筋 か い 設 計 施

工 指 針 で は 、 Ｍ ３ ０ タ ー ン バ ッ ク ル に つ い て 締 付 ト ル ク の 目 標 値 が １ ８ ０ Ｎ ｍ と さ れ て お

り 、 試 作 さ れ た ト ル ク ボ ル ト の 破 断 ト ル ク を ほ ぼ 同 じ 値 に 設 定 す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 Ｍ ３ ３ タ ー ン バ ッ ク ル （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ａ 　 ５ ５ ４ ０ ） 用 の ト ル ク ボ ル ト を 試 作 し た 。 ボ ル ト

と し て 六 角 形 ボ ル ト （ ボ ル ト の 素 材 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｇ 　 ３ １ ０ １ 、 ネ ジ の 形 式 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ 　 ０ ２

０ ５ － ２ 、 ネ ジ の 呼 び Ｍ ２ ０ 、 ピ ッ チ ２ ． ５ ｍ ｍ ） を 用 い た 。 ボ ル ト に は 、 頭 部 か ら １ ０

ｍ ｍ 下 に ３ ｍ ｍ 幅 の Ｖ 字 溝 を 形 成 し て 破 断 部 と し た 。 破 断 部 の 溝 の 最 深 部 で の 径 は １ ４ ．

９ ｍ ｍ と し た 。 こ う し て 試 作 さ れ た ト ル ク ボ ル ト を 用 い て ト ル ク レ ン チ に よ り 回 動 に よ る

破 断 ト ル ク を 測 定 し た と こ ろ 約 ２ ４ ０ Ｎ ｍ で あ っ た 。 建 築 用 タ ー ン バ ッ ク ル 筋 か い 設 計 施

工 指 針 で は 、 Ｍ ３ ３ タ ー ン バ ッ ク ル に つ い て 締 付 ト ル ク の 目 標 値 が ２ ４ ０ Ｎ ｍ と さ れ て お

り 、 試 作 さ れ た ト ル ク ボ ル ト の 破 断 ト ル ク を ほ ぼ 同 じ 値 に 設 定 す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 以 上 試 作 し た ト ル ク ボ ル ト を 組 み 立 て た タ ー ン バ ッ ク ル の ボ ル ト 部 材 に 固 定 し て 、 図 ５

に 示 す よ う に 、 締 付 具 ５ を 回 動 さ せ て ト ル ク ボ ル ト が 破 断 す る ま で タ ー ン バ ッ ク ル 胴 を 押

圧 し た 。 締 付 作 業 は ト ル ク ボ ル ト が 破 断 す る ま で 行 え ば よ く 、 作 業 効 率 が 格 段 に 向 上 す る

と と も に 正 確 な 締 付 ト ル ク を 設 定 す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ＜ 実 施 例 ２ ＞

図 １ ３ に 示 す 角 棒 状 の ヘ ッ ド 部 ９ （ 鉄 製 ； 長 さ ２ ０ ０ ｍ ｍ 、 幅 ２ ５ ｍ ｍ 、 厚 さ １ ２ ｍ ｍ ）

を 市 販 の ヘ ッ ド 交 換 式 プ レ セ ッ ト 形 ト ル ク レ ン チ （ 株 式 会 社 東 日 製 作 所 製 ） に 装 着 し て 用

い た 。 ヘ ッ ド 部 ９ の 角 ド ラ イ ブ は 、 市 販 の 交 換 ヘ ッ ド に 使 用 さ れ て い る 角 ド ラ イ ブ を ヘ ッ

ド 部 ９ の 中 央 部 分 に 取 り 付 け 固 定 し た 。 そ し て 、 ソ ケ ッ ト ８ に つ い て は 、 タ ー ン バ ッ ク ル

の ボ ル ト 部 材 の 外 径 と ほ ぼ 同 一 の 内 径 に 形 成 し た 筒 状 の 金 属 体 を 作 製 し 、 ヘ ッ ド 部 ９ に 固

定 し た 角 ド ラ イ ブ の 断 面 形 状 に 合 わ せ て 矩 形 状 の 接 続 孔 を 形 成 し た 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 そ し て 、 Ｍ ２ ７ 、 Ｍ ３ ０ 、 Ｍ ３ ３ の 各 タ ー ン バ ッ ク ル に つ い て 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、

ト ル ク レ ン チ に よ る 締 付 動 作 を 行 い 、 締 め 付 け ら れ た タ ー ン バ ッ ク ル の 張 力 を 油 圧 式 軽 量

軸 力 計 に よ り 測 定 し た 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 Ｍ ２ ７ タ ー ン バ ッ ク ル に つ い て は 、 目 標 値 を 締 付 ト ル ク １ ２ ８ Ｎ ｍ 及 び 導 入 張 力 ２ ３ ．

６ ｋ Ｎ と し 、 ト ル ク レ ン チ に よ り 締 付 ト ル ク が １ ２ ８ Ｎ ｍ と 表 示 さ れ る ま で 締 め 付 け た 。

締 め 付 け ら れ た タ ー ン バ ッ ク ル に つ い て 張 力 を 測 定 し た と こ ろ ２ ４ ． ０ ｋ Ｎ で あ っ た 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 Ｍ ３ ０ タ ー ン バ ッ ク ル に つ い て は 、 目 標 値 を 締 付 ト ル ク １ ７ ３ Ｎ ｍ 及 び 導 入 張 力 ２ ８ ．

０ ｋ Ｎ と し 、 ト ル ク レ ン チ に よ り 締 付 ト ル ク が １ ７ ３ Ｎ ｍ と 表 示 さ れ る ま で 締 め 付 け た 。

締 め 付 け ら れ た タ ー ン バ ッ ク ル に つ い て 張 力 を 測 定 し た と こ ろ ２ ９ ． １ ｋ Ｎ で あ っ た 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 Ｍ ３ ３ タ ー ン バ ッ ク ル に つ い て は 、 目 標 値 を 締 付 ト ル ク ２ ３ ５ Ｎ ｍ 及 び 導 入 張 力 ３ ５ ．

７ ｋ Ｎ と し 、 ト ル ク レ ン チ に よ り 締 付 ト ル ク が ２ ３ ５ Ｎ ｍ と 表 示 さ れ る ま で 締 め 付 け た 。

締 め 付 け ら れ た タ ー ン バ ッ ク ル に つ い て 張 力 を 測 定 し た と こ ろ ３ ５ ． ８ ｋ Ｎ で あ っ た 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 以 上 の 実 験 結 果 を み る と 、 目 標 値 の 導 入 張 力 を ほ ぼ 正 確 に 付 与 す る こ と が で き た こ と か

ら 、 ト ル ク レ ン チ に よ り 目 標 値 の 締 付 ト ル ク ま で 締 付 動 作 を 行 う こ と で 、 タ ー ン バ ッ ク ル

に 正 確 に 締 付 ト ル ク を 付 与 で き る こ と が わ か っ た 。
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【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ７ 】

１ 　 　 タ ー ン バ ッ ク ル 胴

２ 　 　 ボ ル ト 部 材

３ 　 　 ボ ル ト 部 材

４ 　 　 ト ル ク ボ ル ト

５ 　 　 締 付 具

６ 　 　 ソ ケ ッ ト

７ 　 　 ト ル ク レ ン チ

８ 　 　 ソ ケ ッ ト

９ 　 　 ヘ ッ ド 部

10　 　 本 体 部

11　 　 表 示 部

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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